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本校は、グローバルで活躍できる「アントレプレナーシップ精神」を持った生徒の育成に取り組んでい

ます。本校の国際理解教育、IGP(為桜グローバルプログラム)の取り組みについて紹介します。 

 

★祝 ２年木村日菜子さん 英語スピーチコンテスト関東甲信越ブロック大会出場！ 

〇第 18回茨城県高等学校英語スピーチコンテスト 優秀賞 

〇第 18回関東甲信越地区高等学校英語スピーチコンテスト 兼 第 18回全国高等学校英語 

スピーチコンテスト関東甲信越ブロック大会 出場 

 木村さんは 10月 17日に水戸市で行われました県大会で優秀賞を

受賞し、12月 13日の関東甲信越ブロック大会に出場を果たしました。

茨城県の幸福度ランキングを高めるための方策を高校生らしい切り口

から提案し、堂々と発表しました。 

 おめでとうございます！！ 

 

  

 

 

★祝 ２年安田怜愛さん 英語暗誦コンテスト県大会最優秀賞受賞！ 

 安田さんは 12月４日に水戸市で行われました第４３回茨城県高等学

校教育研究会英語部英語暗誦研修会において、マララさんの国連で

のスピーチを力強く暗誦し、見事に最優秀賞を受賞しました。おめでと

うございます！ 

 

★文部科学省補助授業アジア高校生架け橋プロジェクト+国際交流キャンプ参加報告 

Vol.2でご紹介しました通り、文部科学省補助授業アジア高校生架け橋プロジェクト+国際交流キャン

プに高 1年の宇梶詩穂さんが選出され、12月 13日から 3泊 4日の研修に参加しました。日本の歴

史、文化や経済、地球温暖化や国際関係について学び日本での滞在を終える 100人の留学生と、日

本の高校生が、共に議論し理解を深めるプロジェクトです。 

 

《宇梶さん 感想》 

『アジア高校生架け橋プロジェクト＋』に参加

してきました。日本全国から集まった高校生の

中には豊富な経験と知識を持っている方も多

く、同世代ながらとても良い刺激をもらうことがで

きました。留学生からは各国の文化について

様々な話を聞き、日本との違いに驚くことばかり

でした。短期間ではありましたがとても充実した

国際交流をすることができたので、この繋がりを

大切にして交流を続けていき、得られたものを

今後に活かしていきたいと思います。 

 



 

★WWL高校生フォーラム(茨城・全国)に出場しました 

 〇茨城県WWL高校生フォーラム  (１０月 つくば国際会議場 つくば市) 

  ・ポスターセッション 3チーム 12名出場 

Aチーム 青木美陽さん    木村日菜子さん    関心寧さん    安田怜愛さん 

Bチーム 野口結衣さん    篠崎和花さん    中原明里さん    吉川澪乃さん 

Cチーム 大関眞子さん    新井萌花さん      荒井心結さん    岡部心音さん                          

・パネルディスカッション参加                 大野美音さん    (いずれも 2年) 

 

 〇全国高校生フォーラム １チーム４名出場 （１２月 国立オリンピック青少年総合センター 渋谷区） 

        青木美陽さん    木村日菜子さん    関心寧さん    安田怜愛さん 

 

文部科学省のグローバル人材育成を目的とした取り組みの１つに、「WWL(ワールド・ワイド・ラーニン

グ)コンソーシアム構築支援事業」があります。Vol.1でお知らせしました通り、本校は昨年度より勝田中

等教育学校を拠点校とした県内 13校と連携しこの事業活動に取り組んでおります。その一環として、10

月に「茨城県WWL高校生フォーラム」に３チーム１２名が出場し、茨城をダイバーシティ先進県にする

ために取り組んだ探究活動の成果を英語で発表しました。どのチームも力作揃いでしたが、その中で A

チームは優秀賞を受賞しました。パネルディスカッションにも 1名が参加し、留学生や在留外国人の

方々と、多文化共生のために自分たちに何ができるかを議論しました。 

１２月には「全国高校生フォーラム」に１チームが出場し、探究活動を発表しました。北海道から沖縄

までの高校から出場した約 130校の生徒たちと共に、グローバルな社会問題の解決に向けて意見を交

換し、学びの多い時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「高校生のための地球市民講座」に参加しました 

 9月に JICA筑波センターにて行われた上記イベントに本校生 3名が参加しました。各国の研修員の

方々と積極的にコミュニケーションを取ったり、「高校生にできる国際協力」という探究活動の取材のアポ

イントを取ったり、みな意欲的に活動に参加し有意義な時間を過ごすことができました。 
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★IGPオーストラリア語学研修が始まりました 

 10月より 7回の説明会と事前研修を終えました。研修を通して、現地に関する知識や英語表現はも

ちろんのこと、自分を分かってもらうためにまず自分の強みを探すこと、ひいては自分自身について考

えることの大切さも学ぶことができました。あとは 2月の渡航前最終ガイダンスを残すのみとなります。

１、２年生 39名で、2月末より 11日間、オーストラリア・ブリスベンにて現地研修を行ってまいります。彼

らからの報告を楽しみにお待ちください。 

 

 

 

 

 

 

 

★祝 2年大野美音さん Oxford Big Read 2025 のファイナリスト受賞！ 

 

Oxford Big Read 2025は、英語で読んだ本の感想をポスターにし、英語と

イラストで表現する国際的な読書コンテストです。大野さんは「The Piano」を

選び、絵と英文で丁寧に表現しました。おめでとうございます！ 

 

大野さんの受賞作品はオクスフォードのサイトにも掲載していただいてお

りますのでぜひご覧下さい。     

 オクスフォード大学出版：https://x.gd/PppcK 

 

 

★留学生ローザさん まもなく帰国となります 

 9 月より留学生として一緒に学んだローザ・ピエティライネンさん

ですが、1 月末でフィンランドに帰国となります。日頃の授業に積

極的に参加すると同時に、９月のクラスマッチではバスケットボー

ルに参加して活躍、また踏破会でも完歩し一緒にゴールしまし

た。部活動は弓道部に入部し、弓の腕前も上達しました。 

ローザさんの感想を、後日 HP に記載いたしますのでぜひご覧

ください。 

 

 なお、留学生の受け入れにあたり校内の環境整備を進めておりますが、ホストファミリーの受け入れが

なく受け入れができずにおります。ぜひご家庭での受け入れにご協力いただけますと幸いです。ホーム

ステイは、留学生にとって日本の家庭生活や文化を直接体験できる大変貴重な機会であると同時に、

受け入れ家庭にとりましても、異文化に触れ、視野を広げる貴重な学びの機会となります。特にお子さま

方にとりまして、身近な国際交流を通して、語学への関心や多様な価値観を尊重する姿勢を自然に育

むことができるという大きな教育的意義があります。ご検討いただけます場合は、ＷＷＬ協働機関である 

「非営利留学生受け入れ団体Ｇｌｏｂａｌ Exchange Education までご連絡ください。  

 

   連絡先はこちら：（Global Exchange Education ホームページ）  https://x.gd/Q57fC 
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